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口絵１ 上富良野市街地から見渡した十勝岳火山群（2005年９月９日、宇井忠英撮影) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口絵２ 十勝岳避難小屋上空から見下ろした十勝岳の火口群と噴煙（2005年10月26日、宇井忠英撮影） 
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口絵３ 大正泥流の復元ＣＧと聞き取り調査の状況（本文p39参照） 

注）ＣＧ（コンピュータグラフィックス）は「北海道旭川土木現業所（1996）防災啓発ビデオ」の動画から作成 

西の山に避難した大角氏の目の 

前を泥流が通過 

 

（目撃場所は図２－５参照） 

ドロドロの泥流が、流木と一緒に

馬や家が重なり合って流れて行っ

た。 

 

流速３～４m/s、水深３ｍ程度 

 

［ 目撃地点での調査 ］ 
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口絵４ 文献調査による上富良野～富良野での被災状況（本文Ｐ33参照） 

出典：『北海道旭川土木現業所報告書』 

 

  
②16:50頃新井牧場方
面より猛進し来た泥流の
ため該所の線路は瞬く
間に泥土中に埋没し，
軌条ある部分は枕木と
共に遙か先に押し流さ
れ（災害志）

③17:00近く泥流の
襲来をしった上富良
野郵便局長は,いち
早く中富良野郵便
局へ情報を伝えよう
としたが、談半ばに
して断線
（災害志）

④18:00頃上富良野村島津農
場北23号，24号間の右岸堤防
が破れ，泥流は流木と共に氾
濫し，石川団体鉄道以西を埋
没した．(災害志) 

⑤泥流の一部は，本町鉄
道以西の西中地区（基線
北19号～北15号間）を一
面に埋め，泥流はそのま
ま固着してしまった．深い
ところは50cm以上もあっ
た．（中富良野市史）

⑥20:00市街付近は濁水は
硫黄混じりの泥水と変わり，
無数の流木は各橋梁の橋脚
に堰き止められ，14号及び12
号を除く橋梁は瞬く間に破壊
流失した．（災害志）

⑦23:00に至り，14号橋は中
間から流木のため屈折，危
険となったが，幸い一道の
水路が開けた．（災害志）

⑧下流10号左岸及
び8号右岸の堤防が
決壊し，泥土は流
木とともに水田に侵
入し，鉄道以南約
百間（180m）の幅を
もって富良野の境
界に至るまで埋没し
た．（災害志）

⑩富良野市内にはいっては，直接泥流によって埋没した地
帯は，北3号付近に若干できた程度であった（富良野市史）

①16:18第2回爆発
（多田津屋）

⑨帰って来たらもう薄々と
明るくなりましたからね．そ
してひょっと見たところ，そ
の灌漑溝がまるで水がドロ
ドロのやつが山になってき
てるんだ．（懐古なかふら
の神田氏談）
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